
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

一
資　　料

一
生薬学雑誌 66（1），17−22 （2012）

乾姜中Zingeroneの 定量お よ び市場品乾姜の 産地特性につ い て

　　　　　　　　　　　　　　奈女良　昭
a・＊

，
山本　豊

b
，神田博史

C

a
広 島大学大学院医歯薬学総合研究科　

b
株式会社　栃本天海堂

c

広島大学大学院医 歯薬学 総合研究 科附属

　　　　　　　　　　　　　　　　　薬用植物 園　
d
安 田女子大学薬学部

Quantitative　Ana 且ysis　of 　zingerone　and 　Chromatographic　Fingerprint 　Analysis　of 　Pu 皿 gents

　　　　　　　　　　　　　　 and 　Essential　Oi且s　in　Processed　Ginger

　　　　　　　　　Akira　Namera 　
a’＊

，
　 Yutaka　Yamamoto 　

b
　and 　Hiroshi　Kohda 　

c’d

α丿Department （）f　Forensic　Medicine
，
　Graduate　School ｛）fBiomedical　Sciences，　Hiroshima　Uniソersity，　Kasumi　l−2−3，

Mina 〃 li−ku，　Hi 厂oshi 〃 la　734−8551
，
　Japan ，∂♪Tochi〃 zoto ヱセπθた∫ゴo 　Co．五td．

，
　Oniya

，
　Kaibara，　Ta〃めa，∫かogo 　669−3315，

Jal冫an ，　c丿Experimental　Sごation 　of 　Medicinal　P ’α肛 ∫
，
　Graduate　School （ゾBiomedica 〜Sciences

，
　Hiroshima θ加ソersめlt

　Kasumi　1−2−3，　Minami −ku
，
　Hiroshima　734−8551

，
　Japan ．　d丿Depa 厂tment ｛ガP加 rmacognosy ，　Facutty　ofPha 厂macy ，

　　　　　Yasuda 〃b η昭 パ s σ痂 ver5 吻 】rasuhigashi　6−13−1
，
　Asaminami −ku

，
　Hi厂o∫んima　731−0153，　Jap硼 ．

（Received　August 　17 ，
2011）

　　To　evaluate 　 processed　ginger，　 analytical 　 methods 　 were 　 developed　for　 the　 Simultaneous

determination　of ［61−gingerol，　i6］−shogaol 　and 　zingerone 　with 　HPLC 　and 　GC ．　HPLC 　was 　suitable

for　the　quantitative　 analysis ； the　 contents 　of ［6］−gingerol　and ［6｝−shogaol 　 were 〔〕．09 −0．32　 and

O．13−0．30％ in　the　processed　ginger．111　the　processed　ginger　and 　the　extract 　of 　Daikenchu −to，　there

was 　a　small 　amoun 重of 　zingerone （0．001−0．004％），　which 　is　said 　to　be　one 　of 　the　main 　components 　in

processed　ginger，　GC 　was 　su 賁able 　for　the　qualitative　fingerprint　analysis 　of 　terpenoids 　and 　purgents

in　the　ginger，　although ［6］−gingerol　was 　decomposed　to　zingerone 　in　the　i可ection　port　of 　GC 　and 　the

quantitative　result 　was 　not 　refiected ．　Further，　diterpenoids　were 　found　in　the　processed　ginger　which

was 　made 　in　Japan．　The 　productive　area 　can 　be　specified 　as 　a　result．

Keywords ：Zingibe厂 offi
『
cinale 　Roscoe；ginger；［6］−gingelol；［6］−shogao1 ；zingerone

　近年，漢方薬 の 需要 も急 増 し て 多 くの 臨床例 に 適用 され

て い る が，そ の 効 き 目に ば らつ き の あ る こ とも指摘 され て

い る ．個人差 も去 る こ とな が ら，漢方処方の 薬効を考 え る

際 に は各生 薬お よ び処 方 の 来歴 ，つ ま り各 時 代 に お い て ど

の 様な生 薬が 用 い られ処方 を構 成 して い た か を 把握する

こ と が 重 要で あ る
D．また，基 原 植 物 の 混 乱 や 収 穫時期 の

違 い に よ る 品質 の ば らつ き，日本 へ の 伝 来後 に 中国 で 用 い

られ て い た 薬効や 用 法 とは 異な っ た使 用 法 に 改変さ れ て

い る こ とな ど，多 く の 点 に注意す る 必要が ある ．現在，流

通 量 の 多 い 「大 建 中湯 」 や 「補 中 益 気 湯
．
」 な ど に 配 合さ れ

て い る生 姜 と乾姜 も混乱 を来 して い る生薬 の
一

つ で あり，

薬効 と成分 の 両側 面か らの 混乱 の 解決 が 望 ま れ て い る
L，3）．

　両 生 薬 と も シ ョ ウ ガlipgiber　officinalcRoscoe を基原

とす る が，日本 で 言 う生 姜 と乾姜 は．中国 で は 新鮮な シ ョ

ウガ と乾燥品 を指 し，日本 と 中国 で は 生薬名 と製品の 異な

る こ とが 指摘 され て い る
4・5）．ま た，漢方処方 にお け る使

用 面 か らは，生 姜 と乾 姜 と を 区別 し て 用 い て い て お り，生

薬 が 異な る と期待 され る 薬効 も変わ っ て くる こ とが 推察
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さ れ る ．これ らを 解 明 する 目的で ，生姜や 乾姜 に 含 まれ る

成分 と薬理作用 との 関連や 生姜 と乾姜中の ［6］−gillger。1

と ［6］−shogaoI の 含量 比 な どが 報告 さ れ て い る
s−Tll）．ま た，

加工 調 整法 （修治）に よ っ て 含有成分 の 変化す る こ と も報

告さ れ て い る
TLI ！）．

　現在，乾姜 は シ ョ ウガ を蒸 した 後，乾燥 して 用 い る と さ

れ て い る が，『薬 種 新 製剤 記 』 や 『薬 種 重 宝 記 』 に は製 薬

舗が シ ョ ウ ガ を蒸 した り焙 っ た り して 加 熱 乾燥 し，さ ら

に は 石 灰 を ま ぶ す な どの 処理 を 行 い ，乾 姜 と して 販 売 し

て い た こ とが 記 さ れ て い る．ま た，乾 姜 は 「裏寒 を去 り，

脾 胃 の 陽を 温め る 」 な どの 体 を 温め る と され，shogaol 類

が薬効 の 主 成分で ある と考 え られ る が，zi ［1gerone に も内

蔵の 血 流増加や体を温 め る作用 が報告 されて お り
13−11），乾

姜 の 品 質 評 価 に は ［6］　−ginger。1 と ［6］−shogao1 と と も に

zingerone も考慮す る 必要がある と考 え る ，生 姜お よび 乾

姜 の 品 質 評 価 に 際 し，［6］−gingero ］と ［6］−shogao1 の 分析

法は数多く報告 され て い る
16−zn が，　 zingerone を加 えた 3

種 の 同 時分析法 は認め られ な い た め，GC／MS お よ び

HPLC／MSに よ る 検討 を行 っ た．ま た，産地 に よ る 成分 変化

や 大 建 中 湯製 剤 中 の乾姜 出来成分 （テ ル ペ ノイ ドお よび辛

味 成 分 ） に つ い て も検 討 した ．

　　　　　　　　　実　験　方　法

1．試料

　栃本 天 海 堂 に て 1991年 10 月か ら 2009年 9 月 に入 手 し

た 中国産 （雲南，広東，広西）乾姜 6試料 お よ び日本産 （千

葉，愛知）乾姜 3試料，2005年 4 月 か ら 2011年 4 月に 入

手 した 中 国 産 （雲 南 ，貴州 ，広 西 ）生 姜 7 試料お よ び 日本

産 （千 葉，静 岡 ）生姜 3試料を用 い た，また．大建中湯製

剤 は 市販 の エ キ ス 製剤 を 用 い た ．

2．試 薬

（1） 標 準 品 ： ［6］−gingerol お よ び zinger 。ne は

Sigma−A！drich 製，［6］−shoga 。1お よび メ チ ル オ イゲ ノ
ー

ル は和光純薬工 業 （株）製 を用 い た．1，8−cineol ，α
一
pinene ，

β
一
pinene ，　camphene ，　decaRal，gcraniaLgeranyl 　ace ［ate，

curcumene ，　zingiberene ，　α
一farnesene ，　β

一
sesquiphellandrene ，　β

一bisaborene ｝ま，ノ」丶Jll香半斗よ り

譲 渡 さ れ た 標 準 品 を用 い た ．

（2）標準溶液 ：各標 準 品 lmg を精密 に秤取 し，ア セ トニ

トリル を 加 え て Lemg ／mL の 標 準 溶 液 を調 製 した．

（3）その 他の 試薬 ：アセ トニ トリル は，和光純薬工 業 （株〉

製 LC／MS用 試 薬 を用 い ，水 は Simp］lcity　UV　mapt水製造装

置 （日本 ミ リポア 製 ） に よ り精製 し た 超純水 を 用 い た．そ

の 他 の 試薬 は，すべ て 市販 の 試薬特級品を用 い た．

il．装置

　高 速 液 体 ク ロ マ トグラ フ／質 量 分 析 計 は ア ジ レン ト
・
テ

ク ノ ロ ジー製 LC−1100システ ム （HPLC−DAD／MS）を，ガス ク

ロ マ トグ ラ フ／質 量 分 析 計 は ア ジ レ ン ト ・テ ク ノ ロ ジ
ー
製

6890GC／5973MSDを 用 い た．各 々 の 分析条件 は，下記 に 示

す とお りで あ る．

4．分 析条件

　 （HPLC条件 〉

カ ラム

移動相

流量

カ ラム 温度

取込波長

検出波長

取 込 質量

注入
．
量

（MS 条 件）

イ オ ン化 法

ドライガス

Zorbax　Eclipse　C8　（2．l　mm 　ID× 150　 mm ）

： A ； ギ酸 （10mM ，　 pll　 3），　 B ：メ タ ノール

B； 10％ （0→ 5 分 ），10〜90％ （5→ 40 分，

linear）、　90％　（4D→ 45 ／
」♪）

：D．2　mL／ ／
y ｝

：ヰ0℃

210〜350　nm

：　230　nm 　（［6］−shogaoi ），

280　［1［ll　（［6］−gnlgerol ，　zingerone ）

： m／z 　50〜600

5μ L

ドライガ ス 温度

ドライ ガ ス 流量

ネ ブ ライザ
ー

圧

キ ャ ピ ラ リー電 圧

フ ラ グ メ ン ター電 圧

取 込 質 量

エ レク トロ ス プ レ
ー

法

（ポジ テ イ ブモ ード）

；窒素

：350℃

： t3　 L／分

： 50psi

：2500V

：150V

：m／z50 　 to　 TOO

（GC／MS 条 件 ）

カ ラム 　　 ： HP−5MS （0，25mm　iD× 30m，膜厚 O．25μ m）

キ ャ リア
ーガ ス ：ヘ リウム

流量　　　　　 ： LOmL ／分

カ ラ ム 温度　　 ：50℃ （0→3分），50〜280℃ （20℃ ／分 ）

イ オ ン 化 法 　 　 ；電 子 衝 突 法

イオ ン化電 圧 　 ；70eV

取 込 質 量 　 　 　 ：〃／z50
〜500

注入 量 　　 　　； 1μL

（18）
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5．IIPLC／MS用試 料 液 の 調 製

　試料 を粉砕 し 200mg を精密 に 量 り，メ タ ノール 10　mL

を加 え 5分 問超 音波処理 した 後，50℃ で 30分 間 加 温 した．

冷 後，上 清 を取 りメ タ ノール で 10ml、と し，　 O．45 μ m の フ

ィ ル タ
ー

で ろ過 し，HPLC／MS用 試料溶液 と した．

6．GC／MS用 試 料 液 の調 製

　 試 料 を 粉 砕 し 200mg を精 密 に量 り，酢 酸 工 チ ル 10　mL

を加 え 5分 間 超音 波 処 理 した後 ，50℃ で 30分 間 加温 した，

冷後 ，上 清 を硫 酸 ナ トリウ ム （10Dmg） で 脱 水，メ チ ル オ

イ ゲ ノール （内 部 標 準 物 質 〉 を加 え た 後 ，酢酸 エ チ ル で

10mL と して GC／IIS用 試 料 溶液 と した．

　　　　　　　　　結果お よび 考察

1．HPLCハ｛S に よ る辛味成 分 分 析法 の 検討

1−1．　定
’
「生

　 匚6］−gingerol，［6］−shogaol ，　 zingerone の 同定 は，200

〜350nm で の 紫外部 可視 ス ペ ク トル と 同時 に EI−MS で の

ス ペ ク トル パ ター
ン を 比 較 して 岡定 した ．ピーク純度 は，

DAD測定デ
ー

タを ChemStationR （ア ジ レ ン ト・
テ ク ノ ロ ジ

ー
製）で 純度検定 した 結果，それ ぞ れ の ピー

クに 他成分の

混 在 は な い と判 断 し た．また MS解 析 の 結 果．［6］−gingerol
｝
ζ野｝ま，　fi1／彡　177，　277　（［M十II−H20］

＋

〉　，　317　（［M十Na］
＋

）　カs，

［6］−shogaol で は，　m／x　137 （［M十H−CsH1
，
CH＝C｝ICOCII2］

＋

），277

（［M十H］＋
），299 （［M十Na］＋

）が，　 zingerone で は，　 m／z　137

（［M＋H］＋

）が 観察 さ れ ，各 々 の 化 学構造を 反 映 して い る こ

とが確認さ れ，文献値 と も一
致 して い た．

1−2．定量性

　 ［6］−gingerol，［6］−shogaol お よび zingerone につ い て

定量 性 を検討 した と こ ろ，い ずれ の 成 分 につ い て も D，1μ

g／mL 〜IOOIt9／mL の 間で 濃度 （x ） と面積値 （y ＞ と に 良

好な 直線性が認め られ た．［6］−ginger。1 は y 二8．317Tx ＋

3，9816，　［6］−shogao1 ｝ま y ＝8，214x 十 3，2991，　zingerone

は y ・1L799x ＋ 4．8D31 で あ り，相関係数 （rり は い ず

れ も D．999で あっ た．濃度 の 異なる 3 種の 溶液 （O．5，5．0，

50μ g／mL ，　 n＝5） を用 い て ば ら つ き を検 討 した 結 果 ，　 L　3

〜6．1％ と再現性 の 高 い 結果が 得 られ た．

1−3．抽出条件の 検討

　生 姜 お よ び乾姜中の 辛味成分 の 分析例 は 数多 く見 られ

るが．抽 出条件の 統
一は 見 ら れ な い ，本 検 討 にお い て も，

乾姜 の 粉末 を メ タノ
ー

ル，エ タ ノ
ール ，ア セ トン，酢 酸工

チ ル，塩化 メチ レ ン で 抽 出 した が，大幅な 抽 出効率の 差 は

認 め られ な か っ た．そ の 後の 濃縮や 再溶解の 手間を省ける

と共 に HPLC で の ピ
ー

ク分 離 に影 響 を 与 え な い こ と か ら，

本 検 討 で は抽 出溶 媒 を メ タ ノール と し た．

2．GC／MSに よ る辛味成 分 分 析法 の 検討

Z−］・．定 性

　［6］−gingero】，［6］−shogaol ，zingerone の 同 定 は，　EI−MS

で の ス ペ ク トル パ ターン を NISTライ ブラ リーと比 較 して

同 定 した．［6］−gingerol で は，　 m／g　 l37，294 （［M］’） が，

［6］−shogao ］ で は，　 m／b　IT7，276 （［M］＋

） が，　 zingerone

で は，〃 訓 37，194 （岡
＋
〉が観察され，各 々 の 化学構造

を 反 映 して い る こ とが 確 認 され，文 献値 と も
一

致 し て い た．

2−2．定量性

　 ［6］−gingeroL ［6］−shogaol お よ び zingerone に つ い て

定 量 性 を検 討 し た と こ ろ ， zingerone に つ い て は 0、5μ

g／mL 〜5Dμg／n1L の 間で 濃 度 （x ） と 内 部標 準 物 質 と の 面

積比 （y ） に 直線 性 が 認 め られ （y ＝O．2477x− O．3254），

相関係数 （rり は 0．997で あ っ た．匚6］−shogaol は，低 濃

度 域 で は 注 入 口 や カ ラ ム な どへ の 吸着 の 影響 で検出で き

な か っ た が，10μg／mL 〜100μg／mL の 問 で 濃 度 （x ） と面

積 比 （y ）とに直 線 1生が 認 め られ （y ・D．2067x− 1．3293），

相関係数 （rZ）は 0．996で あ っ た．［6i−gingerol も注 入 口

や カ ラ ム な どへ の 吸着 の 影 響 で 検 出 で き な か っ た が，1μ

g／mL 以上 で は注入 目 内 で熱分 解 して zingerone とな り，2
〜50μ g／mL の 範 囲 で は，［6］−gingerol の 濃 度 に 比 例 し て

zingerone が検 出 さ れ た．50μ g／mL 以 上 で は，熱分解 し き

れ な い ［6］−gingerol が 残存する と 共 に ［6］−shogaol が 検

出され た．こ の 現象に つ い て Bartley ら 22） も触 れ て い る

が ，GC／MS 分 析で は ，本来含 ま れ て い る zingerone や

［6］−shogao ］と の 区別が出来ず，定量 に は不向き で ある と

判 断 した．

2−3．抽 出条件 の検討

　生 姜 お よ び乾姜 中の 辛味成分 の 分析例 は 数多 く見 られ

るが ，抽出条件 の 統
一は見 られ な い ．本検討に お い て も，

乾姜 の 粉末 を メ タノ
ー

ル ，エ タ ノ
ール，ア セ トン ．酢 酸 エ

チ ル，塩化 メ チ レン で 抽出 した が t 大幅な 抽出効率 の 差 は

認 め られ なか っ た ，GC へ は 水分含 量 の 少 な い 溶媒が 望 ま

れ るた め，本検討で は抽出溶媒を酢酸 エ チ ル と した．また，

精 汕 成 分 分 析で は，ヘ キサ ン を抽出溶媒 と して 選 択 した．

（19）
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2−4，zinger 。ne の 生成

　鹿 野 らが ，［6］−gingerol の 安定性 を検証 し て お り，ア

ル カ リで 加温す る こ とで ［6］−gingerol が減少す る こ とを

報告 して い る
：）
が，生成物や 分解物に つ い て の 記 載は な い ．

そ こ で 同条件 で ［6］−gingerol と zingerone 量 の 挙動 を 確

認 した 結果，ア ル カ リ条件下 にお い て ［6コーgingerol の 減

少 と と も に zingerone が 増 加 して い る こ とが 確 認 され た ．

乾 姜 調 製 過 程 で の 加 熱 に よ っ て ［6］−gingerea か ら

zingerone が 生成 され るよ うな 記 載
z3−L5｝が あ る が，加 熱 だ

けで は zingerone は 生成され ず，ア ル カ リ条件下で の 加熱

が 不 可 欠 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る．古書 に は 「石 灰 を ま ぶ

して 乾燥す る」 な どの よ う に，アル カ リ処理 を 裏付け る 記

載 も あ るが，現在で は加熱処理 の み の こ とが 多 い よ うで，

zingerone 含量 が 低 い と も推 測 され る．

表 1 市場品乾姜 お よ び 生姜中の zinger 。 ne ，
　　　 匚6］−gingerol，［6］−shogaol の 含 量

処 理 〉法の 差 を 反 映 して い る と考 え られ ，［6］−gingerol

と ［6］−shogaol の 含量比は 生 産地推測 の
一

資料 にな る と

考 え られ る ．今後，さ ら に 試料数を 増や して 詳細 を検 討 す

る 予 定 で ある ，また，乾姜の 薬効成分 と して zingerone

が挙げ られ て い る が，乾姜中の zinger 。n巳含量は 0．ODI〜

0．004％ （乾燥重 量） と 予 想以 上 に 少な く，zingerone の 生

理活性を期待する の で あれば，修治法 を改善す る 必 要が あ

る と 考え る ．乾姜 を 配合 して い る 市販の 漢方製剤 （大建中

湯 ） を分析 した結果 （Fig．LD ），乾姜 の 含有成分で あ る
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3．市場品の 分析

3−1．辛味成 分

　市場品乾姜 お よ び 生 姜 を HPLC−DAD／MS で 分析 して 得ら

れ た ク ロ マ トグ ラ ム を 示す （Fig，D ，ま た，市場品乾姜 お

よ び 生 姜中 ［6］−gingerol，［6］−shogaol ，　 zingerone の 定

量 結 果 を 表 1 に 示 す ．乾 姜 か ら は ［6］−gingerol ，

［6］−shogaol と も に 検 出 さ れ た が ，中国産乾 姜 で は

［6］−shogaol 含量〉 ［6］−gingerol 含量，口本産乾姜 で は

［6］−gingerol 含鼠〉［6］−shogaol 含量の 傾向で あ っ た．栽

培品種を吟味す る 必要もある が、各生産地で の 修治 （加熱

Fig．1．　Typical　chromatograms 　of　dried　and 　produced

　　　 ginger　by　HPLC−DAD／MS．
　　　 Monitoring　wave 　length　was 　280　口m ．

　 　 　 A ：standar 　solution （5μ g／皿L），B：driedginger ，

　　　 C：produced　ginger，　D：Daikenchu−tD
　　　 l ：zillgerone ，　2 ：［6］−gingerol，　3 ；［6］− shogaoI

［6｝−gingerol お よび ［6］− shoga 。1 が検 出 さ れ たが ，

zingerone は 微量で あ っ た ．

　Fig．1．Bおよ び Cで 示 した試料を GC／MSで 分析 して 得 ら

れ た ク ロ マ トグ ラム を示 す （Fig，2．A，　 C）．［6］−9ingerol

が zingerone と な り，見かけ上 ［6］−gingero1 含量が少な

く，zingerone 含量 が 多 くな る結 果 とな っ た ．同 じ現 象 は

生姜 にお い て も 認 め られ ，本来生 姜 に 含 ま れ て い な い

zingcr 。ne が 多量 に 含 ま れ て い る 結 果 を 呈 し た ．これ ま で

（20）
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も zingerone は artifact で あ る 可能性が示唆 され て い た

が，こ の 結 果 か ら，GC／MS 分 析 の 結果 得 られ た zingerone

は ［6］−gingerol の artifact で ある こ とが確認 され ，これ

ら の 成分 の 正 確 な 定量 に は，HPLC が 適 して い る と考 え ら

れ る．

　ま た，日本 産乾姜お よ び 生 姜 に は，中 国産 に見 られ な い

ピーク が観 察 さ れ た （Fig．2．B，　D．　Arrow）．田部 らは 日本

産 シ ョ ウ ガ に の み ジ テ ル ペ ン 8

β，17−epoxylabd
−12−ene −15，16−dialや galanolactone な

ど が 含有 さ れ て い る こ と を報告 して い る
跚 了〕が，匚M＋II］

’

や GC／MS で の マ ス フ ラグ メ ン トパ ター
ン か ら こ れ らの ジ

テ ル ペ ン で あ る と考え られ，こ れ ら の 成 分 を マ ーカーと し

て ク ロ マ トグ ラム の パ タ
ー

ン を比 較す る こ とで ，乾姜 お よ

び 生姜 の 産 地 が 推定で き る と考 え られ る ，定量 値な ど の 詳

細 に つ い て は，現在 検討 中で あ る．

3−2．精油成分

　1，8−cineoL α
一pinene，β

一
pinene ，camphene ，decanaL

gerania1 ，　geranyl 　acetate ，　curcumene ，　zingiberene ，

α
一farnesene，　β

一sesquiphellandrene ，　β
一bisaborene

の 含量を 比 較 した 結 果，L8 −
cineol や α

一
pMene な ど の モ

ノ テ ル ペ ン に 比 べ て zingjberene や β

一sesquiphellandrene な どの セ ス キ テ ル ペ ン量が多く含

まれ て い た．辛味成分 に 比 べ ，乾姜 と 生姜 で 成分組成 に 大

き な 差 は 認 め られ な か っ た が，乾 姜 で は モ ノ テ ル ペ ン 量が

少な く，加熱加工 時 に揮散 し た こ と と 推察 され る．また ，

漢方 製剤 （大建中湯） を分 析 した結果，い ずれ の 精 油 成 分

も微量で あ っ た．これ も煎 じる 際に揮散 した こ とが 予想 さ

れ，生 薬含有成分 の 薬 効 と漢 方 製剤 の 効能 と を 結びつ け る

うえ で 成分の 物性 を考慮す る必 要 の ある こ とが示さ れ た．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 論

1＞HPLCお よ び GC に よ る zingerone お よ び 乾姜の 品質評

価法 を検 討 し た．

2） ［6］−gingero1 ，［6］−sbogaol お よ び zingerone の 定 量

分 析 に は．HPLC が 適 して い た．

3） zingerone な どの 定 量 性 には 欠 け るが，精油成分 も含

め た パ ターン 分 析 を 行 うに は GC／MSが 適 し て い た．

4 ）GC／MS分析で の 成分パ ターンか ら産地 の 推定が可能 と

考 え られ た．

5 ）乾姜 の 薬効成分 の
一

つ とされ て い る zingerone は微量

で あ り，大建中湯製剤中で も zingerone は微量 で あ っ た．

　本 検討 の 結果 得 ら れ た 分析 法 や 知 見 を 活 用 す る こ と に

よ り、乾姜な どの 生 薬の 品質 評 価 や 処 方製 剤 の効 き 目に ば

らつ き の ある 現象 を検 証 す る一助 と な る こ と が 期待 さ れ

る。また，乾姜 に含有 され る と言 わ れ る zingerone に も内

蔵の 血流増加や体 の 内部 を温 め る作 用 が 報 告 さ れ て い る

が，本検討 の 結果、微量 で あ る こ とが 判明 し，乾姜や大建

中湯 な どの 乾姜含有製剤 と生 姜 の 効能 や 使 用 法 の 違 い に

zingerone が 関与 して い る か は疑 問が 残る と こ ろで あ り，

今後更なる 成分探索や 薬効の 解明 が 必 要 と考 え る．
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Fig．2．　Typical　chromatograms 　o 『　dried　and 　produced

　　　 glnger　by　GC／MS．

　　　 A：dried　ginger 　 （Chinese），　　B：dried　ginger

　　　 （Japanese），　　C：produccd 　　ginger　　（Chlnese），

　　　 D：produced　glnger 　（JaparLcse＞，　E：Daikenchu−to

　　　 1：ZingerOne ，　2 ：［6ユー91ngerOl ，　31［6］−SbOgaOI
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